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序 文

ことしは、 昭和天皇が崩御され、 年号も「昭和」から「平成」に改まり新たな

時代を創造する第一歩が踏み出されました。

長岡京市においては、 保存に向け鋭意努力してきた長法寺七ツ塚古墳3 • 4号

墳がその努力の甲斐もなく保存を図ることができませんでした。 しかし、 その中

で土地所有者のご理解により5号墳が保存でぎたことはせめてもの救いであり、

今後市内の遺跡の保護対策を早期に策定し、計画的に保護していく必要性をあら

ためて痛感した次第であります。

一方、 発掘調査業務といたしましては勝龍寺城公園の整備に伴い、 昭和63年5

月から調査を開始し、 北門や多聞櫓などの発見により近世に移行する間際の城と

して全国的に注目されています。 これらの成果に基づき、 来年度から整備工事が

開始されます。

ここに刊行いたします報告書は、 昭和63年度中に教育委員会が国胴補助事業と

して実施しました調査成果をまとめたものであります。 その内容といたしまして、

長岡京跡、祭ノ神遺跡、 今里大塚古墳などに関するものであります。

これらの成果が本市の歴史を解明する上で貴重な資料となるとともに市民の歴

史学習資料として広く活用していただけることを期待しています。

最後に、 調査にあたって種々のご指導をいただいた諸先生方並びに関係行政機

関、 また発掘調査に深いご理解とご協力をいただいた土地所有者の方々に、 紙上

をお借りし、 厚くお礼申し上げる次第でございます。

平成元年3月

長岡京市教育委員会

教育長 中小路 脩
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凡 例

1. 本冊は、 昭和63年度に長岡京市教育委員会 が国庫補助事業として実施した長岡京跡ほかの

発掘調在の概要報告である。

2 .  上記の調脊地は付表 ー 1のとおりである。 その位置は第1図に示した。

3. 長岡京跡の調脊の次数は、 長岡京跡左京、 長岡京跡右京ごとに通算したものである。 調査

地区名は、 高橋美久二「長岡宮跡昭和51年度発掘調脊概要」 （京都府教育委員会 『埋蔵文化

財発掘調脊概報(1977)』昭和52 年）による小字名をもとにした地区割に従った。

4. 長岡京内の条坊名は、 山中章他「第 12 6図長岡京条坊図」 （向日市教育委員会 『向日市埋

蔵文化財調壺報告書』第8集 1982 年）による呼称に従った。

5. 各調査 報告の執筆者は、 各章のはじめに記した。

6 .  本書の編集は長岡京市教育委員会 管理課文化財係 中尾秀正が担当した。

7. 現地調脊および本書作成に至るまでの整理•製図作業には下記の方々の御協力を得た。

また、 図面のトレ ー スには、財団法人長岡京市埋蔵文化財セソタ ー 白川成明氏の御協力を

得た。

〔調脊作業員〕 麻田安太郎•井本千代治•岩岸三郎•佐藤昭三•中村正雄・乎木秋夫

田頭道登•川崎増喜•木村義雄・澤井清• 西野恵三

〔調脊補助員・整理員〕

倉橋裕之•筒井敬二•池庄司淳•坂根瞬•吉岡勝則•川勝庸行・岩川絢

子・小畠絢子・鈴木芙美子・前田明美・占部真里•田中智紀•山本志津

子・田中佐知子・小田昌子・奥田泰江

付表 ー 1 本書報告調査一覧表

調 査 次 数 地区名 所 在 地 土地所有者 調査期間（現地） 調査面積 備 考

長岡京跡 長岡京市今里 乙訓農業協同組合 19邸
96m' 今里遺跡7ANINC-4 

右京第311次調査 二丁目 17番 1 号 組合長 野村義三 7.11-8.9 

長岡京跡 長岡京市今里
正木 喜久子

1988 今里遺跡

右京第318次調査
7ANIHR-3 56m' 

三丁目 114-2 10.21-11.26 乙訓寺跡

長岡京跡 長岡京市天神 1988 1989 今里大塚古墳第 2 次調在
7ANIOK-2 田村 忠雄 505m' 

右京第322次調査 五丁目 115-1• 2 11.28-1-31 （周濠部）

祭ノ神遺跡 長岡京市長法寺 宗教法人 長法寺 1988 1989 
23m' 

乎安～鎌倉時代の溝
8LSJTD-1 

第 1 次調査 谷田 代表役員 川西寂紹 12.13-1.6 弥生時代（中期）の土器



面

第1図 本書報告調壺地位置図
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第1摩長岡京跡右京第311次(7 AN I NC-4地区）調査概要
ー一右京三条三坊十二町・今里遺跡――

1 は じ め に

1. 本報告は1988年7月11日から8月 9日まで、 長岡京市今里二丁目17-1(乙訓農業協同組合

所有地） において実施した長岡京跡右京三条三坊十二町推定地、 および今里遺跡における発

掘調査に関するものである。

2 . 本調査は、 乙訓農業協同組合の構造改善セソタ ー 建築工事に伴って実施した調査で、 調査

面積は96m'である。

3 .  現地調査および整理作業は長岡京市教育委員会が主体となり、 国庫補助事業として実施し

た。 調査員は（財） 長岡京市埋蔵文化財セソタ ー に派遣を依頼し、 小田桐淳が担当した。

4. 調査の実施にあたり、 土地所有者である乙訓農業協同組合には数々の御協力を得た。 また

調査中および整理作業にあたり、 京都文教短期大学名誉教授中山修一氏には多くの御指導を

得た。

5. 調査後の遺構図面の整理・遺物の実測等は吉岡勝則が主に行い、編集・執筆は小田桐が行っ

た。

第 2 図 発掘調査地位置図(1/5000)

-1-
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第 3 図 検出遺構図(II期， 1/100)
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IL明黄灰色土
12. 淡黄 灰色士
13, 淡茶褐 色土
14, 淡茶褐 色砂質士

A' 

s
' 

Sm 

調査地は、 現乙訓農業協同組合事務所の裏手にあたり、 事務所建物が延びていた所であるが、

ここを一部解体し、 新たに鉄筋建物を建てる計画が持ちあがっ た。 当地は長岡京跡右京三条三

坊十二町にあたるとともに、 先土器•縄文時代から中世にかけての複合遺跡である今里遺跡内

に含まれており、 また白鳳期から現在に至る乙訓寺にも近接することから、 国庫補助事業とし

て調査を実施することになっ た。

調査トレソチは、 建物解体に伴う立会調査で、 遺構の残存状況が良好な部分に設定した。 遺

構検出面は整地面下約lOCJilと非常に浅い。
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P46 

―L ゜ 5m 

第4図 検出遺構図(I期， 1/100)

※遺構名の最初3桁(311)は省略

3 検 出 遺 構

調査トレソチ内の土層堆積は、 現代整地層が全体的に10cmほど残っていた以下は、 トレソチ

南部では一部地山面が露出している以南で、 近・現代撹乱が若千深くなり、 さらに同期ではあ

るが層位的に古いS X31104へと続く。 トレソチ中ほどから北にかけては近世包含層が10cm前

後残っており、 この層を除いた面で各時代の遺構が重複して検出された。 これらの遺構は切り

合い関係や出士遺物から 2 期に大別される中世から近世にかけてのものである。 ここでは古い

時期から順にI • II期として以下概略を説明する。

II期検出遺構（第 3図） 主な遺構は溝S D31101とS D31106である。 これらの溝は切り



4 検出遺構

合いおよび掘り直しが認められ、さらに 3小期の変遷がたどれる。

S D31101は埋土によってA• Bに分かれる。 S D31101Aは茶灰色士の単 一層で、調査区中

央部を T 字形に掘られており、溝幅は北部では lm前後であるが、トレソチ中央付近で枝別れ

し、西方へは幅 0.6m前後、南方へは幅 0.4mとなって延びる。 溝底のレベルは分岐点の北側

で一番深くなり、この付近でさらに東方へも分岐する可能性が考えられる。

溝 S D31101BはAの下層埋士部分で、西方に分岐する部分にのみ認められた。 この時期で

は S D31101は逆 L 字状に曲がっており、溝の北部と西部の幅はほし引同一である。 溝底のレベ

ルは北から南、西から東へ低くなってゆき、東西方向部分の南肩下端が東へまっすぐ続いてい

ることから、 さらに東へ延びるT字形になる可能性が考えられる。

溝 S D31106は東西方向の溝で S D31101Aの埋土によって切られている。 幅 1.5m、深さ o.

4mほどを測り、 4 層の埋土からなる。

これら2条 3小期の溝は同一の性格をもつと考えられるもので、敷地の区画および排水施設

の変遷としてとらえられる。

これらの溝と同様の埋土をもつ柱穴は調脊トレソチの北西端に若干認められるが、建物とし

ての確認はで含なかった。

I期検出遺構（第4図） 土壊、柱穴群で構成され、II期同様何小期かの変遷が考えられ

る。 柱穴群でまとまるものは、 SB31107が東西 1 間( 1 m) 、南北 1 間 (1.7m) の規模で

方向は北で西に 3 0 振れている。 この建物の P62と P63とは共通の掘形をもっている。 P60と

P61も同様かどうかは SD 31101によって撹乱されていたため不明である。

S A31112は2 間分検出された東西方向の柵列で、 SB31107と同じ振れ角をもっている。 柱

間は1.7mである。 この SA31112の P42と SB31107の西辺とは1.5m隔ててほ匠一直線上に並

ぶ。 他に P64• P65、 P66

• P67、 P70も SB31107、

S A31112と同じ振れ角、

同じ並びをもっており、同

時期の一連の施設を形成す

ると考えられる。 これらの

柱穴の底には根石をもつも

のが多い。

S B31116は他の柱穴に

比較して大型の掘形をもつ

もので、東で北に18
0

振れ

る角度をもって2間分並ん

こ二�----'

�
� 

ヽヽ

�=i mill// ，, : .7, "d� 

6
 

゜ 20cm 

第5 図 溝 S D31101出士遺物実測図 (1/4)
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第6 図 溝 S D31106出土遺物実測図(1/4)

でいる。柱間は 1.7 mである。

士壌S K31118は S B31107などの柱穴に切られている細長い士城で、溝になる可能性をもっ

ている。埋土からは多量の土器類が出士した。

集石遺構 S X31108は 径lmほどの皿状に凹む士城で、2層に分層される。上層には 中央部

に細長い0.5mほどの石材を置邑周囲に拳大前後の石を敷いている。下層は 5CJDほどの厚さ

で炭が堆積していた。遺物がほとんどなく、時期・性格等は不明であるが、墓跡になると考え

られる。

4 出 士 遺 物

II期遺構出土遣物

溝S D31101 (第5図） A期の埋土から出土したものに2の瓦器境、 5の丹波焼すり鉢、

7 • 8 の白磁がある。 B期では 1 の土師器皿、 6 の備前焼すり鉢などがある。 S D31101の遺

物は 量的に少なく、瓦器婉など古い遺物も混入しており、時期決定し難いが、 5のすり鉢から

S D31101Aの下限を16世紀頃に置くことができよう。



6 出 土遺物
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第 7 図 土猥 S K 31 1 1 8 出 土遺物実測 図 ( 1/4)



第 1 章 長 岡京跡右京第311次調査 7
 

\_ _______」—二＝＝ノ:1
三ニニ三こ二二=====�

2

�-------Jご二＿ーニゴ、
73 

74 

＼二—c_,J
75 

� � 
76 

二/

喜こロニ��__,,,77

,------------,----------
:,7 ', I 

ヽ ’ り’
ノ

ヽ ! ,:/ 

86 ,r
い
い

94

\ 
I ヽ、

ロニ

/ / 
ノ ノ

／ ノ

／
］ ＼ 

82 

＼二.,,/
96 

＼ 
I 

97 

� 

�
-==

三三ノ,, 
--,, ____屁琴ア-,

79 

ロ 旦ノ＇ク
-, ____'S_=_三>;-

, ;-

80 
/ I ロ、,/,/ ＼、＼

84 

tJJ 
／ ノ

85 
＼二

87 

88 

89 

三ご 璽麟-瓢‘’
90 

� 三--—c-:cJ
91 

92 

二：：二：：二：：�3

゜ 20cm 

95 

SB31107 • P62-81 SK31103-74 
SB31107 • P63-73 SK31108-77 
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第 8 図 士壊 ・ 柱穴等 出 士遺物実測 図 (1/4)



8 出土遺物

溝 S D3 1 1 0 6 (第 6 図） S D311 06は 4層 の埋 土に よ っ て埋まっ てい る が、 その中でも第

3 層 から は量的にも多 く また形にな る ものも多 く 出土し た。 図示 し たもの の中で28の す り鉢と

30の瓦 器皿以外は全 て第 3 層 から 出土し たもの であ る 。

第 3層出士 の 土師 器皿は 3 種に大別 さ れ る 。 9 �1 6は 口 径 6 . 4� 7. 8cmほどで 口 縁部 が内彎

ぎ み に 立 ち 上が る 。 1 7�20は 口 径 9 � 9 . 4cm のもの で、 口 縁は開 ぎ 、 若干外反す る 。 21�24は

ロ 径12. 8�16cm の大型で、 中型 の ものと同様の形態をと る 。 1 3•1 8• 19• 20は灯火器と し て使

用 さ れてい る 。 25vま瓦質 の 鉢、 26は瓦質 の 火鉢、 29vま 龍泉窯系の 青磁で、 口 縁部外面に雷文帯

を巡ら すタ イ プのもの である。 こ れら の遺 物は士師皿の形態 から 1 5世紀 頃 のものと考 え ら れる。

I 期遺構出土遺 物

土壊SK3 1 1 1 8(第 7図） 今回の 調査 地 内 で最も多量に 遺 物が 出士 し た 遺 楷 で 土師器・

瓦 器な ど の 食 器類がほとん どを占 めてい る 。

士師 器小皿 (32� 43 )は 口 径 7� 8cmを測 り、 底部 から 口 縁部にかけてゆるや かに 立 ち 上が

る 34や 35のタ イ プと、 口 縁部外面をや や 強 く な でて体部と 口 縁部の境 目 をつ く る タ イ プとがあ

る。 士師 器皿(47� 49 )は 口 径12� 12. scm のもの が出土 し ている。

瓦 器類では 44� 46が皿である。 46は内面の 暗文はすでにな く 、 外面 調整も 口 縁部を横方 向 に

な で る のみ で、 底部は未 調整で凹 凸を残す。 婉(50� 6 7)は 口 径

12. 3� 1 4. 4cmと幅をもつ。 体部外面に磨 ぎ を施すもの が 1 点(6 7)

あるの み で他は な で る だ け のもの である。 口 縁端部内 面に凹線を

もつものも 64と 66• 6 7にみ ら れるの み であ る 。 体部内 面の 暗文は

粗いもの (50� 57)と比較的密 なもの (58�6 7)と にわ け ら れる。

羽釜の 破片はわ ず かに 68が出士 し てい る 。

定

(2) 

69は中国産と考 え ら れる陶 器であ る 。 素地は暗乳灰色を呈 し、

カ オ リ ソ含有星 が 高 く 磁 器に近 い。 径 1 mm 弱 の 長石・チャ ートを

含 ん でい る 。 釉薬は内 面に淡 緑褐色の褐釉 が比較的原 く か か っ て

いる。 口 縁部および体部外面上半に も 薄 く かか っ ており、 外面は

茶色を呈 し てい る 。 形態はゆ るや かに丸 みを帯びた体部に厚手 で

「 く 」 の字に開 く 口 縁をもつ盤であ る 。

70は 巴文 軒丸瓦である。 圏線で区画 し た 内 区には尾 の長 い三 ツ

巴を配 し、 外区の種文は大粒のものを密に配置 している。 丸瓦部

外面は縦方 向 に強 く な で、 内面には布 目 痕を残す。

S K 3111 8出士遺物 の 時期は瓦 器婉 な ど から 橋本編 年III期の範

疇に考 え ら れ、 その 下限を1 3世紀末葉にもとめら れ る 。

その他 P 28から 弥生時代中期 の 甕底部 が出土し てい る (83 第9 図 石 器実測図(1/2)

98 

゜ 5 cm 
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- 85)。 こ の ピ ッ ト から は他に瓦 器片も出 土しており、 二次堆積ではあるが、 弥生時代 今里遣

跡に関するものとして位置付け ら れる。 弥生遣物は他に S X 3 1104か ら 甕底部(95)扁平 片刃

石斧 （第9図 98)が出 土している。

P 6 6掘形 から 第9 図 99の滑 石製温 石が出 土した。 こ れは厚 さ 1. 6cmの台形を星するもので、

短辺に切 り込み が入れら れている。 表面はふ く ら みをもっているが、 裏面は二次的に削ら れ、

新しい 面で若干の凹 みをもってい る。 短辺の切 り込みも こ の段階で入れら れ たものである。

86は P 3 6の 根石に さ れてい たもので、 凝灰岩の加工品である。 二面生 き ている面があり、 の

みで粗 く 面取 り さ れ て い る。 角は一段 カ ッ ト さ れており、 古墳時代石棺の蓋の可能 性 がある。

5 ま と め

以上のよ う に 今回の調査 では中世 から 近世に かけての集落の一端 が明ら かになった。 I 期の

柱穴群の特徴としては 根石をもつものが多 い こ とがまずあげら れる。 配列はまだ検討を要する

が柵 状 の並びが多 く 、 屋敷地の外まわ り部分にな るものと予想 さ れる。 1間 X 1間の S B3 110 

7は門として位置付けら れよ う 。 II 期の溝も同 様の区画を示すと考 え ら れる。 S D3 110 6は S D

3 110 1に切ら れて以 東へは続 かず、 また溝底のレ ベ ルもほv'f.両者は同 じである こ と から 、 S D3 

110 6も L 字 に 北へ 曲って い たと思わ れ、 S D3 110 6から S D3 110 1B、 S D3 110 1Aと区画 の 変

遷 が想定 さ れる。 こ のよ う な I 期の柵による区画 から II期の溝への変化は当時の社会情勢にて

ら すと応仁の乱との関係 が想起 さ れる。

周辺の地形を検討すると、 立命館大学教授日下雅義氏の復原によると、 こ の地域は緩扇 状地

と段丘下位面との境 目 付近に位置し、 こ れら に切 り込む谷が 2 本認 め ら れる。 その う ち の 1本

は調壺地の 北方200mほど で実施 さ れた長岡京跡右京第232次調査で北肩 が検出 さ れている。 も

う 1本は調査地の南瞬 りを流れる風 呂 川の位置にあた り、 両者は調査地の 東方 100m付近で合

流している。 今 回 検 出 さ れ た S X3 1104は近・現代の時期ではあるが、 風 呂 川 に 向 かって落込

んでゆ き 、 湿地を思 わ す 粘 質 土層 が堆積してい る。 こ の S X 3 1104は日下氏の復原 す る谷の北

肩に相当すると考 え ら れる。 右京第232次で検出 さ れた谷は深 さ が 2 m近 く 下が り、 また S X 3  

1104も 1. 5m 以上深 く な り、 こ れら の谷は かな り深い ものと考 え ら れる。 こ の谷によって当地

周 辺は調査地を含む緩扇 状地の地域と、 乙訓寺 が 立地する 北部段丘下位面、 それに 南部段丘下

位面の三地域に分けら れる。 S K 3 1118から 出 土した 巴文軒丸瓦は 乙訓寺に使用 さ れてい たも

のの可能 性も考 え ら れるが、 こ のよ う な地形を考慮すると、 乙訓寺の寺域は 北部段丘下位面に

限定 さ れ、 当調査地の地域は中・近世 今里村の一角 にあたると想定 さ れる。

遣物では、 S D3 110 6から 15世紀の良好 な 資料 が出士したのを始め、 S K3 1118から は 13世紀

後 半代の遺物が出士し、 巴文軒丸瓦や 中国陶 器の 年 代 がお さ え ら れるな どの成果 が得 ら れた。



第10図 周辺の地形 （ 日 下雅義氏原図 に加 筆） (1/2000 ) 

P 66出土の滑石製温石は石釜の転用が多い乙訓地域の中でも数少ないものである。

中世以 前では、 遺構の検 出はないものの、 古墳時代・弥生時代の遺物が出土 した。これらは

今 里遺跡の存在を再確認するものである。

このように狭い調壺面積ではあるが、 多 く の成果をあげることができた。当地周辺にはこれ

ら各時代の遺棉が良好な状態で残存 し ていると考えられる。今 回 明らかに し 得なか っ た 中・近

世の宅地変遷の全容が今後の縁辺部での調査で解 明されることを期待する。

注 1 な お 、 遺物 の実測 に あ た っ ては船戸裕子氏 に多 大 な 御協力 を 得 た 。

2 平安京調査会 小森俊寛氏 の 御教示 を 得 た 。



第 2 章 長岡京跡右京第318次 ( 7 A N I H R - 3 地区） 調査概要

1 は じ め に

1. 本報告は、 198 8年 10月2 7日 から 11月2 6日まで、 長岡京市 今里三丁 目 114-2におい て実施し

た長岡京跡右京三条三坊六町推定地、 および乙訓寺跡、 今里 遺 跡の発掘調査 に関するもので

ある。

2 .  本調査は、 乙訓寺の主要伽藍を取 り囲 む 回廊の南側部分が検出 さ れる可能性が高い ため、

その確認を行 う こ とを 目 的とした。 また、 同 時に付近での開発計画に対して適切な文化財保

護、 指導がで き るよ う に資料の作成を行 う こ とを 目 的に国庫補助事業として実施した。

3. 調査は、 長岡京市教育委員会が主体とな り、 調荏員は財団法人長岡京市埋蔵文化財セソタ ー

に派遣を依頼し、 原秀樹が現地を担当した。

4. 調査実施にあたり、 土地所有者であ る 正木喜久子氏には種々のご協力を得た。 また、 現地

調査および本報告の作成にあたっては、 京都文教短期大学名誉教授中山修一氏より種々のご

指導を得た。 さ ら に、 遺物写真は財 団法人京都市埋蔵文化財研究所牛嶋茂氏にご協力を得た。

5 .  調査後の遺 物実測や図面整理は、 主に原、 田 中智紀、 占部真里が行った。

6 .  本報告の執筆な ら びに編集は、 原 が行った。

第11図 発掘調荘地位置図(1/ 5000 )

-11 -



12 調査経過

2 調 脊 経 過

本調査 地は、 乙訓寺南門の東約20m に位骰する畑地であり、 周 囲は今里保育所や宅地に隣接

している。 当地は、 長岡 京条坊復原図によると右 京三条三坊六町にあたり、 乙訓寺の推定寺域

内に含まれている。 さ ら に一帯は今里遺跡に当た り、 縄文時代後期 から 古 墳時代にか け ての集
(2) 

落 が営まれ たと こ ろ でもある。 乙訓寺に関しては、 昭和4 1年 (196 6 )の右京第 1 次調査 で講堂
(3) 

と推定 さ れる礎 石建物と掘 立柱建物が検出 さ れ ており、 昭和44 年 (196 9)の右 京第 2次調査 で

は、 現 南門の東延長線上に 東西方 向の溝 が検出 さ れている。 こ の他、 周辺部における調査 が そ

の後十数回にわ たって実施 さ れ、 奈 良 時代 から 平安時代にかけての遺構、 遺物が多 く 確認 さ れ

ている。 中でも今回の調査 地は、 右 京第 2 次調壺で検出 さ れ た主要伽藍を取 り囲む施設に関連
(4) 

すると想定 さ れる溝に隣接しており、 その伽藍配置を決める上でも重要な地点の一つ である。

こ のよ う な 調脊成果に基 含 、 市教育委員会では重要遺跡確認調査の一 つとして国庫補助事業

による発掘調在を実施した。 調脊対象地は、 東と南に隣合 う 宅地との間に約 0 . 5� 1. 5mの比

高があり、 こ れは造成の際に幣地 さ れ たものと考 え ら れた。 当地の標高は 33. 2mをはかる。

調査地は、 重機による掘下げが不可能 な ため埋戻しも含めて 全 て人力で行い、 土置場の確保

等の事情 から 調査 は 2回に分 け て行った。

3 検 出 遺 構

今回の調査 で明ら かになった主 な 遺構は、 溝 3、 土猥 2、 ピ ッ ト20余 りであり、 こ れら は 全

西 壁
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1 .  表 士 7 . 暗褐色砂質土
2 . 表土 II 8 . 黄灰褐色土 (SD31803) L=32. 9 m 
3 . 暗灰色砂質士 9 . 10 .  灰褐 色砂質土
4 . 淡黄褐色砂土質士 1 1 . 賠黄灰色土 (P7)
5 . 黄褐色礫混砂質土 SD31801 
6 . 黄褐色砂質士 ） 

゜ 3 m  

第 12図 調査 地土層図(1/ 80 )
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第13図 検 出遺構図(1/100 )

て地山面で検 出 した。 以下、主な遣構と大 量の遺物を出土 した包含層について概略 し たい。

溝S D 31801 調査地北半で検 出 した東西方向の溝。 幅は、西壁部分で 2 . 9 m、深さは約

0 . 5mをはかる。 溝の形は東側ほど広がってお り 、溝底も一 様に平らではない。 また、溝内の

堆積層に流水や滞水の状況は認められなかった。 石溜 り については、いずれも底から浮いた状

態で検 出されてお り 、さらに東へと続いている。 溝内の ピ ッ トは全て地 山面で検 出された。 遺

物は、本溝と上面の包 含層から集中 して出土 している。

溝S D31803 調査区南半で検 出 し た東西方向の溝。 一部途切れているが、幅は0.3 � o .

5mをはか り 、深さは O .lmである。 土師器細片 出土。

溝S D 31804 南北方向の溝で、前記 2 条の溝より新 しい。 士師器細片 出士。

土壊S K 31802 調査区南壁にか けて検 出 し、さら に南へのびる。 長辺 2 . 5m、短辺 0 . 9

m以上、深さ約 0 . 4 mをはかる。 土師器、瓦器、陶器、瓦片が少 量出土 した。

ピ ッ ト 建物と してとらえられるかどうか 明らかに しえなかった。 いずれの ピ ッ ト 内から

も、土師器、須恵器、瓦器、瓦等の中世遺物が出士 した。

表土、 表土II こ の両層から、全体の半数以上の遺物が出土 している。 その出士状況は、

最も多数を占める土師器皿では、隙なく土より士器の方が多い密集状態であった。



14 出 土遺物

4 出 土 遺 物

今 回 の調荘で 出士 し た遺物は 、 弥生土器、 土師器、 須恵器、 埴輪、 瓦器、 陶器、 磁器、 舶載

磁器、 瓦、 石製品 、 土製品 な ど で あ り 、 そ の 大部分は表土 、 表土 II 、 溝 S D 31801か ら 出土 し

て い る 。 全遺物量 は 、 整理 コ ソ テ ナ に34箱 で あ る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の遺物 は各時期 の も

の が種 々 混在 し た状況で出土 し て お り 、 遺構や包含層 と し て 一括で き る も の で は な い 。 い ずれ

も 数最 的 に 中世の遺物が 最 も 多 く 、 そ の 中 で も 特 に土師器皿

が 多 数 を 占 め て い る 。 遣物の 出土状況 に 関 し て は 、 溝 S D

31801 お よ びそ の 付近 に 集 中 し て お り 、 こ れ よ り 南側 で は 少

な い 。 こ の 様 な こ と か ら 、 遺物の 記述 に つ い て は時期別 に整

理 し た 上で順 に ま と め る こ と と し た い 。

弥生時代の遺物 甕底部、 壺 口 縁 部 な ど が 出土 し て い る 。

壺 は 、 口 縁部端面 に 凹 線 を 巡 ら す も の で あ る 。 他 に 、 粘板岩

片 が 出 土 し て い る 。 い ずれ も 出土量 は わ ず か で あ る 。 弥生時

代 中期後半 に属 す る 。

古墳時代 ・ 飛鳥時代の遺物 今 回 の 調査で特筆すべ き も

の に車輪石 の 出士 が あ げ ら れ る 。 緑色凝灰岩製車輪石 ( 1 )

は 、 溝 S D 31801 か ら 出士 し た 。 外面 に放射状の 凹 帯 を 有 し 、

底面は平坦であ る 。 外面の 凹 帯 と 底面 の 一部が摩滅 し て お り 、

内外面 に鉄分が付着す る 。 こ の他 に 、 小 片 な が ら 埴輪片 も 出

土 して い る 。 調整は摩滅 し て お り 不 明 。 こ れ ら の遺物は 古墳

第14図 出 土遺物実測 図 1 (1/2) か ら 出土す る も の で あ り 、 特 に車輪石 は前期 古墳の 副葬品で
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第15図 出 土遺物実測図 2 (1/4) 
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第16図

町 ・ 29 。 31 • 35 。 45 • 48ー溝8D31801
12-26 • 28 。 30 • 36 • 40 • 42 • 43 •  46 • 47 • 49 • 50-表士 II
33 • 34 • 37-39 。 41―表土 32 鬱 44—表採

出土遺物実測 図 3 (1/4) 



16 出土遺物
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第17図 出土遣 物実測図 4 ( 1/ 4) 

52 • 53 • 55ー溝SD31801
51 • 54—表土 II
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ある。 こ れはまだ明ら かでな い 古 墳の存在を示唆する遺物として注 目 さ れるものであり、 周辺

における今後の 調査 で明ら かに さ れる こ とを期待した い 。

こ の他、 須恵 器には壺( 6 )、 杯(2 )、 杯 G蓋(3 )、 高杯(4 )、 甕 ( 5 )、 杯 B( 7 ) 

がある。 6 は、 短頸壺と考 え ら れる。 体部上 半に櫛描列 点文を施す。 2 は、 底部のヘ ラ ケ ズ リ

は浅 く 平坦気味で、 立 ち 上が りは 1cmをは かる。 3は、 宝珠つまみと内面にかえ りを有する蓋。

4は、 低い脚 台をもつ高杯。 5は、 外面に波 状文を施す。 7は、 高台 が断面三角形 状 を星する。

士師 器につ い ては小片のた め図示しえ な か っ た 。 他に、 須恵 器 器台の小片 が出土している。

時期は、 概ね 6 は 6 世紀代、 他のものは 7世紀代に含まれるものであろ う 。

長岡京期 。 平安時代の遺物 須恵 器壺M ( 8 • 9 )、 須恵 器 円 面硯 (10 )、 灰釉陶 器皿

(11)、 白磁碗 (39)がある。 8 は、 底部糸切 り。 10は、 三角柱 状 の圏足部分のみ 。 11は、 底

部内面に重ね焼 ぎ の痕跡をと ど める。 39は、 見込み に沈線 状 の段を有する。 口 縁部は玉縁にな

るタ イ プである。

鎌倉時代の遺物 瓦 器婉(2 9)、 瓦 器小型羽釜(30 )、 瓦 器羽釜(46• 47)、 白磁皿(38)

がある。 2 9は、 直線的 な 体部と外反する 口 縁部をもつ 。 底部には断面三角形の低い高台がつ く 。

内面には粗 い 賠文があり、 炭素 が吸着しな い部分 がある。 30は、 三本の脚 がつ く 。 鍔上面から

内面にかけて付着物が残る。 46• 47は、 体部が内傾するタ イ プである。 こ れにつ く と考 え ら れ

る脚部片 も 出士している。 38は、 全 面に施釉を行 う 。 口 縁部が 口 禿になるタ イ プである。 こ れ

ら は概ね 13世紀後葉 から 14世紀前葉にかけてのものであろ う 。

室町時代の遺物 遺物は、 前期と後期の 2 時期に分類 さ れる。 前期では、 土師 器皿(12�

16 )、 瓦 器婉(2 7•2 8)、 須恵 器鉢 (44)、 瓦 器鍋 (45)がある。 12� 15は、 口 径 6. 7 � 7. 

2cm、 器高 1. 4� 1. 7cmをは かる。 口 縁部と底部の境 目 には強い ナ デによる稜 が み ら れ、 口 縁

部は外反気味にひ ら く 。 見込 み にハ ケ 目 を残すものがみら れる。 皿は こ のタ イ プのものが最も

多 い 。 16は、 口 径 6. 8� 7. 5cm、 器高 1. 0� 1. 6cmをは かる。 底部 から 口 縁部にかけ て丸味を

も っ てのびる。 見込みにハ ケ 目 を残すものがみら れる。 相 対的に前者の皿より 器高が低いもの

が多 い 。 2 7•2 8は、 尖 り気味の底部を有する。 内面は粗 い 暗文を施す。 内外面には部分的に炭

素 が 吸着しな い部分がみら れる。 44は、 東播系の鉢。 片 口 をもち、 内面はよ く 使用 さ れ た痕跡

をと ど める。 45は、 外面に煤 が付着する。 こ れら の遺物は、 瓦 器婉の特徴 から みて 14世紀後菓

を中心とする時期と考 え ら れる。

後期の遺物では、 土師 器皿(17�2 5)、 瀬戸焼灰釉おろ し 目 皿 (31)、 同灰釉碗 (36 )、 輸

入天 目 茶碗 (35)、 瓦 器には火鉢(41• 42• 55)、 す り鉢 (40)、 羽釜(48• 49)、 釜(50 )、

備前焼す り鉢 (51)、 信楽焼鉢(52 )、 信楽焼甕 (53)、 丹波焼と考 え ら れる甕(54)がある。

11�2 1は、 通称ヘ ソ 皿と呼 ばれる底部を押上げた皿である。 口 径 6. 6� 7. 4cm、 器高 1. 4�

2 . 0cmをは かる。 底部には押上げた際の痕跡をとど める も のがある。 22は、 口 径 8. 4cm• 器高
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第18図

56 • 57 • 58 • 60-溝SD31801
59ー表土 II

出士遺物実測図 5 (1/3) 

2 , 0cm。 23は 、 ロ 径10cm ・ 復元器高 2 . 8cm。 24 • 25は 、 ロ 径13. 4�14 . 4cm • 器高 2 。3� 2 . 6cm

を は か る 。 23vま 、 ロ 縁端 部 を つ ま み上 げ る 。 ま た 23 • 24は 、 見込み に ハ ケ 目 を と ど め る 。 22は

灯 明皿 と し て使用 し て い る 。 31は 、 ロ 縁部 内 外面 に施釉す る 。 36は 、 高 台 と 体部外面 の 一部 が

露胎す る 。 高 台 は 削 り 出 し て い る 。 35 は 、 緻密で焼 き し ま っ た胎土 と 、 釉 が 厚 く 塗 ら れ下方で

は釉 の た ま り が み ら れ る 。 41 • 42は 、 上下 2 本 の 突 帯 間 に 刻 印 を 施す。 41は 宝相華文、 42は 雷

文。 55 は 、 下膨れ の 体部 に 内 傾す る 口 縁部 を も つ 。 体部上方 に は 四方 の 長 円 形透 し が つ ぎ 、 脚

は三足 と 考 え ら れ る 。 40は 、 使用 に よ る 摩滅 で ス リ 目 が 消 え て い る 。 わ ずか に 5 本の み確認 さ

れ る 。 48 • 49は 、 直立す る 体 部 に 張 り 出 す鍔を も つ 。 い ずれ も 外面 に 煤 が付着す る 。 50は 、 縦

方 向 の 把 手 が つ く 。 外面 に 煤 が付着す る 。 51は 、 ス リ 目 を 6 本単位で施 す。 よ く 使用 さ れ て お

り 内 面は つ る つ る し て い る 。 52 も よ く 使用 さ れ て お り 、 内 面 は つ る つ る し て い る 。 色調は 内 外
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面とも橙褐色を足する。 53は、 長 石を多 く 含み内外面の色調は茶褐色を足する。 54は、 屈 曲 す

る 口 縁部内面から 体部外面に かけて濃 緑色の自 然釉 が か かる。

こ れら の遺物の中で、 土師器皿につ い て充分 な 分類は行い え て い な い が、 法量は 12� 15のタ

イ プのものが最も多 く 出士しており、 22�2 5のタ イ プは少 な い。 また 17�2 1のヘ ソ 皿も こ れま

での調査 では最も多 く 出 土して いる。

各遣物の年 代につ い ては、 概ね前期と し たものが 14世紀後葉 を中心とする時期と考 え ら れ、

後期につ い ては 15世紀末 から 16世紀前葉に かけてのものと考 え ら れる。

桃山時代の遺物 士 師器紅壺(2 6 )、 瓦 器香炉(43)、 唐津焼碗 (32� 34)がある。 43は、

筒形の体部に脚 が つ く ものと考 え ら れる。 体部に菊花風の刻 印 を押す。 32•33は、 高台 が三日

月形を呈し、 高台は露胎する。 32は見込 み に、 34は外面にトチソ 痕 が見ら れる。

6 1� 69 (図版8 )は、 縁を打 ち 欠 き、 断面を こ するな どして 円盤に仕上げたものである 。 材

質は、 土師器(6 5)、 陶 器(6 1� 64)、 瓦 器(6 6、 6 8)、 須恵 器(6 7)、 瓦 (6 9)があり、 大

き さ は約 3� 4cm、 厚 さ 約 0. 5� 2 cmである。 こ れら は他の大部分の 遺物と同 じ く 表 土、 表 土

II、 溝 S D31801か ら 出士して いる。 時期的には桃山時代以 降のものであろ う 。

瓦•その他の遺物 瓦につ い ては、 大半 が小片 で かつ摩滅 し たものが多 く 、 瓦当部をもつ

ものは少 な い。 以下、 主 な ものにつ い て記述する。 瓦の型式と時期につ い ては、 中尾秀正氏の
(5) 

分類による。 56は、 単弁八葉蓮華文軒丸瓦。 瓦当面は外区が剣 がれて内区のみ残る。 焼成は軟

質。 白色砂粒を多 く 含む。 OM - 1型式。 57vま、 複弁蓮華文軒丸瓦。 蓮弁の割付けは不均等で

ある。 中房は摩滅しており蓮子の数は不明。 焼成は軟質。 O M - 12型式。 58は、 均整暦草文軒

平瓦。 外区に線鋸歯文線をめ ぐ ら せる。 平瓦凸面は縦方 向のヘ ラ 削 りを施す。 焼成は軟質。 O

H- 4型式。 59は、 均整唐草文軒平瓦。 中 心飾 りを 除 く 右半分のみ残存。 凹面は横方 向のヘ ラ

削 りを施す。 曲 線顎を呈し、 凸面はヘ ラ 削 りの後 ナ デを行 う 。 焼成は堅緻。 OH- 3型式。 6 0

は、 剣頭文軒平瓦。 凹 面は布 目 圧痕 が残る。 瓦当外周上部は面取 りを行 う 。 段顎はヘ ラ 削 りを

施し、 凸面はナ デを行 う 。 焼成は軟質。 本調査地では 1点のみ 出 土した。 こ れら の瓦は、 56が

I 群、 58• 59が II 群、 57• 6 0が W群に比定 さ れる。

その他の遣物としては、 18世紀以 降の備前焼す り鉢、 染付、 焙烙、 人形等 が出士して い る。

5 ま と め

今 回の調査地は、 奈 良 時代に創建 さ れ た 乙訓寺の推定寺域内に含まれ て い るが、 現在のと こ

ろ その伽藍配置につ い ては明ら かでは な い 。 こ れまで判明 し た 遺構は、 右京第1次調査 で講堂

跡と推定 さ れる礎 石建物と掘立柱建物が検 出 さ れ た以外、 主要伽藍に関する建物等は検 出 さ れ

ておら ず、 江戸時代に描 かれた絵 図 や条里の検討 な どにより寺域が想定 さ れて いる段階である。

本調査 におい て 関連する遺構が確認 さ れると予想 さ れた右京第2 次調査の「現存する 南門の



20 ま と め

第 19図 乙訓寺検出遺構図(1/2 00 0)

（注 4文献に加筆）

ほVif 東延長上」 に位置する 東西溝の概要につ い ては付表 ー 2 の通りである。 溝 S D3180 1との

時 間 的 な 併行関係 につ い ては明ら か にしえ な い が、 少 な く とも 南側 で さ ら に規模の大 ぎ な溝が

確認 さ れ た こ とは、 新たに 乙訓寺の伽藍配置を考 える上で新資料を提起したものとい え よ う 。

双方の溝の間隔は、 距離にして約 1. 5 mと接近している。

溝 S D31801 の 埋没時期につ い ては、 種々の雑多 な遺物が出士 し ている こ と から 断定 し に く

い が、 溝底近 く に密集する 石溜りから 出土した士 器が参考になると思わ れる。 こ の中には時期

的 に新しいものとして35• 48• 52• 53な ど があり、 こ れら の遺物を溝の埋没年代と考 え たい 。

概ね室町時代後期の中 でも、 い わ ゆ る戦国時代と呼ばれる時期に比定 さ れる。 さ ら に関連して

土 器と 石溜りの出士 状況には、 総 じ て溝の 北側付近によ り多 く の 石や 土 器が検出 さ れている こ



番号 遺 構 名

1 建 物 A

2 建 物 B

3 建 物 C

4 建 物 D

5 建 物 E

6 建 物 F

7 瓦 窯

8 瓦 窯

， 溝

瓦溜 り
10 

SK800101 

11 開 析 谷

12 溝
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付表 ー 2 乙訓寺の お も な検出遺構 （注 4文献に加筆）

調 査 次 数 方 向 概 要 主 な 伴 出 遺 物

桁行 9 間 (27m) ・梁間 4 間 (12m) (四面廂付） の礎石
軒 乎 瓦

右 京 1 次 東 西 建物…推定講堂。 こ の建物の東西に と り つ く 掘立
(OH--5 型式）

柱回廊 3 間 X 3 建間以上。

” 南 北 桁行 9 間 (16. 2m) ・梁間 1 間 (2 . 8m) か の掘立柱建物

” 東 西 桁行 3 間 (6 . 5m) ・ 梁間 2 間 (4m) の掘立柱建物 瓦片 • 石塊

II 東 西 桁行 4 間 (5 . 6m) ・ 梁間 2 間 (3 . 6m) の掘立柱建物

” 東 西 桁行 1 問 (4 . 8m) ・ 梁間 2 間 (4 . 3m) の掘立柱建物
） 改築か” 東 西 桁行2間 (3 . 7m)以上 ・ 梁間2間 (4 . 3m) の掘立柱建物

ロ ス ト ル式平窯 （焼成室縦1 . 3m • 横2 . 1皿 分烙壁” 軒瓦の出土な し
7 本 ・ 高 さ 約30cm )

ロ ス ト ル式平窯 7 の瓦窯と 同型同大で瓦 も 酷似 軒瓦の出土な し

右京 2 次 東 西 現存す る 南門の ほぼ東延長上

7c 末�Be の軒平
立会8001次 (0 . 8m) X 2 . 2m 瓦 。 軒丸瓦 ・ 丸

瓦 • 平瓦

北西か ら 古墳時代か ら平安時代 幅10m 以上 ・ 深 さ 1 . 7m 軒平瓦 ・ 丸瓦 ・
右京 232次 平瓦 。 灰釉 ・ 緑

南 東 以上 釉 • 弥生土器

鎌倉時代か ら安士 。 桃山時代の遺物が多い 車輪石 ・ 円面硯
右京 318次 東 西

幅 3 � 4 m 、 深 さ 0 . 5m 輸入天 H ・ 軒瓦

とが指摘 さ れる。 こ れら の遣物の中には、 奈良時代 から 桃山 時代の 遺物の他にも、 乙訓寺創建

以前の遺物も出士している。 こ のよ う に本溝は一時に各時代の遣物が大量に投棄 さ れ、 溝 が埋

めら れて整地 さ れ た 状況が認めら れる。 こ れは どの様 な 状況の下に行われたものか明ら かにし

え な い が、 今 後当地域における同 時期の遺 跡の状況を踏まえ て、 中世乙訓地方の様子が明ら か

に さ れる こ とを期待したい。

最 後に、 今 回の調査 で出土した 遺物の中 から 緑色凝灰岩製車輪石につ い て考 え てみ たい。 こ

れは通常、 前期古墳の副葬品として用 い ら れるものであり、 こ の他には 同様の石製腕節類とし

て鍬形 石や 石釧 がある。 こ れら の 遺物は、 前期古墳の 年 代を考 え る際には欠 く こ とので き な い

ものの一 つである。 車輪石は部分的に摩滅の度 合 い は違 う が、 凹 帯の低 い部分や底面は平滑 な

面を保っている。 おそら く 本来の形は円形では な く 卵形のものであろ う 。 こ の他にも小片 で量

的に少 な い が、 タ ガをもつ埴輪片 が 出土してい る。 こ のよ う に溝 S D31801から 出土した車輪

石と埴輪は二次堆積の遺物であるが、 未だ明ら かでな い 古墳が埋もれ ている可能性を示唆する
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も の と し て 今後留 意 さ れ る も の で あ る 。

な お 、 遺物 の 検討 に つ い て は平安京 調査会小森俊寛氏 に 助 言 を 賜 っ た 。

注 1 こ の 他 に も 、 船戸裕子、 前 田 明 美 の 御協 力 を い た だ い た 。

2 吉本莞俊 「乙訓寺発掘調査概要」 『京都府概報』 1967年

3 浪貝毅 「第III部 発掘 と 調査」 『 日 本考古学年報』 21 • 22 • 23 1968� 1970年度版

4 中尾秀正 「乙訓 寺 の 瓦」 『 向 日 市報告書』 第20集 1987年

5 注 4 に 同 じ

6 百瀕 ち ど り 「乙訓寺 と そ の 周 辺 に お け る 奈良 ～平安時代 の 検 出 遺溝」 『 長 岡 京 市報告書』 第1 2

冊 1984年



第 3 章 長岡京跡右京第322次(7 AN I O K - 2 地区）調査概要
――今里大塚古墳第 2 次調査――

1 は じ め に

1. 本報告は、 1988年 11月 2 8日- 1989年 1月 3 1日まで、 長岡京市天神五丁 目 115- 1 • 2 におい

て実施した長岡京跡右京第322次調鉦 （今里大塚古墳第2 次調査）に関するものである。

2 .  本調査は、 今里大塚古墳の墳丘裾および周濠の規模等を確認する 目 的で、 長岡京市教育委

員会 が主体とな り国庫補助事業として実施した。 現地での調査は財 団法人長岡京市 埋蔵文化

財セ ‘ノ タ ー に調査 員の派遣を依頼し、 木村泰彦 が担当した。

3. 調査実施にあたっては、 土地所有者である田村忠雄氏をはじめ、 近隣の方々 のご協力を得

た。 特 に湯川忠次氏には、 水道、 電気の供給を始 め数々のご援助をい ただ い た。 また調脊中

には、 京都文教短期大学名誉教授中山修一氏、 大阪大学教授都出比 呂 志氏、 立命館大学教授

日下雅義氏、 山城郷土資料館高橋美久二氏 から ご指導、 ご援助を賜わった。 記して謝意を表

するものである。

4. 調査 後の図面・遺物整理は、 占部真里を始 め多 く の方々 の協力を得た。

第2 0図 発掘調査地位置図( 1/5 000 )

-2 3-
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2 調 査 経 過

今 里大塚古墳は、乙訓地域で最大の円墳としてまた 内部に巨大な横穴式石室を持つことで有

名 である。場所は、阪急電鉄長岡 天神駅の北西約700 mの住宅地の真ん中に位置している。立

地は当地の西方にある長岡丘陵から広がる緩扇状地上にあたり、北と南には東西方向の開析谷

が存在するた め古墳の位置する場所は東西方向の小高い丘状を呈している。現在では住宅に 囲

まれているが、古くは水 田の中にひときわ 高くそ びえる古墳であったことは1922年作成の地図

（第21図 左） および付近の古老の話からも窺える。この古墳に関する記述で最も古いと思われ

るのは18世紀初めに書かれた 『 山 州 名跡志』 である。それによれば、巻十乙訓郡今里のなかに

「大塚 在 二 乙訓寺東野 一 士人披 レ 之以 レ 大 或云 二小山 一 是見 レ 陵然 不 レ 詳」 とあり、
(1) 

小山のように大きな古墳であったと記されている。その後1968年になって京都府教育委員会に

よって測 量が行われ、初 めて具体的な デ ー タ が提示された。それによれば、墳丘は直径45m、
(2) 

高さ 5. 5m、横穴式石室の玄室長 6 m、幅 2 . 5m、高さ 3 m以上、羨道長10 m以上とある。ま

た、周囲の水 田の畦、農道は周濠の痕跡を留 めており、これを含めて完全な保存が必要である

との指摘もなされている。これは第21図 右に示した如くこの頃今里大塚古墳周辺で進行してい

た宅地化を懸念してのことであった。 しかし開発はその後も進み、1971�1972年にか けて墳丘

の東側と南側の周濠上に住宅が建築されるに至った。これに対して長岡京市ではこれ以上の破

壊が進むのを防ぐため、1972年 9 月 に墳丘および残された周濠部分を都市公園として活用する

ことを決定 し 、建築物に対して厳しく規制を行うようになった。た だしそれ以外の部分での開

発はさらに進行し、現在では完全に住宅に取り 囲まれた形となっている （第20 • 23図） 。

この様な状況の中、1984年 9 月 に周濠の西側に接する水 田部分で宅地造成が行われるこ と に

なり、長岡京跡右京第178次 （今里大塚古墳第1 次） として発掘調査を実施することとなった。
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調査の結果、 南北方 向の 2 条の溝が検出さ れたが、 調査地が狭 く 又出土遣物も極めて少量であっ
(3) 

たため今里大塚古 墳に関する遺構 か ど う かは 断定し得な い状況であった （第22 • 27図）。

1988 年 9 月 に、 田村忠雄氏 よ り 今里大塚古 墳周濠の 北西部にあたる二枚の水 田に駐車場を建

設したい 旨の連絡が長岡京市にな さ れた。 駐車場建 設 は l m近い盛 りtに よ るため地下 遺構に

影 響は な い ものと し て認可 さ れたが、 教育委員会では その際に行われる擁 壁工事での影 響が懸

念 さ れる こ ととなった。 そ こ で周濠お よ び 墳丘の正確 な 規模の解明も含め、 当 該地に対 し昭和

6 3 年度一般会計文化財保護費による国庫補助事業として発 掘調査を実施する こ ととなった。

調査は周濠規模の確認を主たる 目 的として、 対象地の東辺お よ び 南辺に沿って幅 6 m、 南北

25m、 東西2 3 mの L 字形トレ ソ チを設定 し、 さ ら に 墳丘裾の確認のため L 字形トレソチの 南東

隅 よ り 墳丘に 向って幅 1 . 5 mのサブトレ ソ チを設け た。 南北方 向の二枚の水田は約 0 . 4mの段

差を持って 東側に低 く なっており、 重機に よ る 掘削 は 東側の南北方 向のトレソチから 行った。

耕作土と床土を除去 し た段階で、 東側 では茶灰色砂質土が、 西側では地山お よ び周濠埋土と推

定 さ れる暗茶灰色砂質土が確認 さ れ た。 こ の賠茶灰色砂質土 は さ ら に西側に広 がっているため、

急逮 南北トレソチを西へ 2 m拡張し、 併せ て東西トレ ‘ノ チの西側を 6 m短縮する こ ととした。

以 後人力 によって精査を行ったと こ ろ、 東側の一段低い 水 田では 西半部 は 削平を受けているも

のの周濠埋土 が残存 し、 さ ら に西に広 がる こ とが判明した。 また 東西トレ ソ チ北側 に 於 い ても

周濠肩 が確認 さ れたため、 それら を追求して数回にわ たって拡張をお こ なった。 そのため、 最

終 的 な 調査トレソチは 南北27m、 東 西18 mの平行 四辺形とな り、 総調査 面積 は505面となった。

調査の結果、 周濠の痕跡と見ら れる落 ち 込 み は さ ら に西側に広 がっている こ とが判明 し、 サプ

トレソチでは、 墳丘裾付近で 墳丘盛 り土の一部と思われる黒褐色士の堆積を確認した。 また下

層 遺構と し て 東西に蛇行する 自 然流路の存在も明ら かとなった。 現地調査 は 1 月 31日に終 了 し

たが、 その後の協議の結果、 土地所有者である田村忠雄氏のご協力によ り、 破壊の危険性があ

る 墳丘裾付近につ い ては、 擁 壁の設計変 更を行 い 保護 さ れる こ ととなった。

第22図 右京第178次調査 (1984 年 9 月） 第2 3図 今里大塚古墳現状 （東から 1988 年 12月）
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3 検 出 遺 構

今回の調査地は、 前述した如 く 2 枚の水田によって構成さ れて お り、 西側の高い 方の水田の

標高は35. 3m、 東側では34. 9mを測る。 甚本層序は耕作土 （第1・ 2 層）、 床土 （第 3層）、

茶灰色砂質土 （第4層）の順で現地表下約30cmで地山に至る。 地山は段丘礫およびその上に堆

積した赤褐色粘質土を基本とし、 トレ ソ チ北 半部では こ れを切 り込 ん で堆積した黄灰色の粘質

土～ シ ルトによって形成さ れている （第24図）。

こ の地山面を検出した段階で今里大塚古墳周濠埋士の広 が りが確認 さ れ た。 検出面での標高

は西側で34. 9m、 東側で34. 5m である。 埋土は基本的に 4 層あり、 上か ら 賠茶灰色砂質士 （第

8 層）、 暗黄灰色砂質土 （第9 層）、 暗灰褐色砂質土 （第10層）、 暗紫灰色粘土 （第2 6層）の

順でほ厄均 ー に堆積して い る。 ただしトレソチ東辺 部 では賠茶灰色砂質土の上 層に薄 く 3 層

（第5� 7層）の堆積が見ら れ、 また賠紫灰色粘土は ト レ ソ チ中央部付近にのみ堆積して い る。

従って 東辺部では暗灰褐色砂質土が最下 層となる。 また ト レ ソチ西辺部では賠紫灰色粘土の下

に暗赤灰色粘質士 （第2 1層）の存在が認めら れ、 さ ら に西方に広 がっている。 こ れら の層は 旧

地形と同様西から 東へ緩 や か に傾斜した堆積状況を示しているが、 水 田によってか な り削平を

受 け て お りトレ ソ チ中央部付近では第8• 9 層が見ら れ ず暗紫灰色粘土が露出している。

こ れら の層を掘 り上げた状況を示したものが第2 5図である。 周濠の痕跡と見ら れる落 ち 込 み

は非常に浅 く 、 最も深 いトレ ソ チ東辺付近で 0 . 4m、 西辺付近では 0 . 2m程である （第24図、

図版14• 15- 1)。 こ れは削平を受けている結果もあろ う が、 周濠は本来か な り浅いものであっ

たと推定 さ れる。 落 ち 込み の 南肩は、 不明瞭 な がら も段を有して 南東から 北西方 向に伸び、 ト

レソチ西辺付近で北に折れ た後、 再び北西方 向に伸 びている。 南肩の北側の斜面部分にお い て

も同 一方 向の段が存在して お り、 周濠はい く つ かの段を持って構成さ れて い たものと思わ れる。

北側の肩は さ ら に不明瞭で、 ト レ ソ チの北西隅と南東隅付近に 東西方 向の段 が見ら れる。 こ れ

は 南の肩で見ら れた如 く 数段ある内のひとつであり、 本来の北肩は従来 から い われている如 く

北側にある水田の畦畔がそれ にあたるものと思われる。 底部の標高は、 東で34. 2 m、 西で34. 8

mを測 り、 コ ソタ ー ラ イ ソ から も明ら か な様に中央の深い部分は 東に緩や か に傾斜しな がら 南

の肩と同様北西から 南東方 向に伸びている。 また周濠底部付近から は多数の小 ピ ッ トと 南北方

向の溝 3条 およびそれら に接する 東西方 向の溝 1条、 さ ら にその西側で円形の土痰が検出さ れ

た。 溝は幅約 0 . 4cm、 深 さ 5cm前 後の浅いもので、 長 さ は 東西方 向の溝 が 6. 8m、 南北方 向の

ものは、 西から 2 . 3m、 7. 2m、 7. 3 mを測 り、 それぞれ北側で東西方 向の溝と接続している。

円 形の士城は 南北 1. 6m、 東西 1. 3m、 深 さ 8 cmを測 り、 東西溝の西に接続している。 こ れら

の遺構の埋士はい ずれも暗紫灰色粘土であり、 周濠が埋没する以 前に存在して い た こ とは明か

であるがその性格は不明である。



1 . 耕作土 10. 暗灰褐色砂質土 19. 暗黄灰色砂質粘土2 .  // (やや砂質） 11 . 暗灰褐色砂質土 （地山混 り ） 20. 暗赤褐色粘質土3 . 床土 （黄色粘質土） 12. 暗灰色砂土 21 . 暗赤灰色粘質土4 . 茶灰色砂質土 13. 黄灰色砂質士 23. 暗赤褐色粗砂5 .  灰褐色砂質土 14. 暗灰色砂質粘土 24. 暗茶灰色砂粘土混 り6 .  灰茶色砂質上 15.  黄灰色土 （地山混 り ） 25. 灰 白 色粗砂7 . 淡灰褐色砂質土 16. 暗灰色砂質土 26. 暗紫灰色粘土
8 . 暗茶灰色砂質土 17. 暗黄灰色粘土 （地山混 り ）
9 . 暗黄灰色砂質土 18. 黄灰色粘土 （床土）
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30 検出遺構

また周濠の 南側 1 � 2 mの付近には 南の肩と並行する浅 い数本の溝が存在する。 い ずれも幅

〇 。 3m前後、 深 さ 5 cm程で、 長 いもので 4 m、 短いものでは 0. 7mを測る。 埋土はすべて周濠

最上層の賠茶灰色砂質土である。 こ れら は鋤の痕跡と考 え ら れ、 周濠が埋没する最終段階には

存在してい たものである。

こ の他の遺構として、 トレソチ南側付近では 南北方 向の浅い溝があるが、 こ れら はすべて水

田耕作時における鋤およびト ラ ク タ ー の痕跡である。 さ ら に小 ピ ッ トも存在するが遣物がまっ

た く 出土しておら ず、 また削平によ り床土直下で検出しているため明確 な 層位との対応関係は

不明である。 埋士は暗褐色粘士で周濠底部付近の埋士に類似しており、 あるいは先述した周濠

底部付近で検出 さ れた溝、 ピ ッ トと同 時期の可能性もある。

以 上の結果、 トレソチ東側 では従来周濠の痕跡を留 めていると言われてい た水田畦畔と落 ち

込 み が一致する こ と、 さ ら にその落 ち 込みは円形に巡ら ず 西方に伸びてゆ く こ とが判明し、 南

肩の状況 から 今里大塚古墳は前方後 円 墳であった可能性 が高いと思わ れる。 従って、 南側で検

出 さ れ た 南肩と同 一方 向の鋤跡は前方部を削平した際のものとも考 え ら れる。

サブ ト レ ン チ 墳丘裾付近に設定したサプトレソチでは、 墳丘側 南東部付近で地山の上に堆

積した黒っぽい士の広 が り を確認した （第2 5図網部分）。 壁面に沿って細 く 絶 ち割りを 入 れ て

断面の確認を行ったと こ ろ 、 こ れら は約 0. 2mの厚 さ でい く つもの薄 い 層の堆積で構成さ れて

い る こ とが判 明した。 最下層の暗黄灰色粘士 （第17層）は地山面から O . l m程低い 所に堆積し

ており、 上面で地山面と同 ーレ ベ ルとなっている。 その上の 墳丘側に黄灰色土 （第15層）そし

て暗灰色砂質粘士 （第14層）、 暗灰褐色砂質士 （地山混 じ り） （第11層）の簿 い堆積があ る が

賠灰色砂 士 （第12層）、 黄灰色砂質士 （第13層）、 賠灰色砂 質士 （第16層）、 暗黄灰色粘土

（第17層）は北 東部 断面にのみ見ら れ、 南東部 断面では確認 で き な いと こ ろ から 、 極めて小 さ

な 単位の層と思われる。 土地境界のため、 残念な がら こ れ以上墳丘側に 調査を及 匠す こ とは出

来 な かったが、 上記の状況 から み て こ れら の層は今里大塚古 墳の墳丘盛士の一部と考 え て間違

いはな い であろ う 。 ただ 削平を受けているため本来の墳丘裾は不明である。
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下層遺構 周濠内の埋土をすべて除去した段階で、 トレソチの北側におい て下層に 2 本の流

路の存在する こ とが確認 さ れた。 こ の内の 1本は、 西から 東に 向 かって蛇行しな がら 流 れ て い

た も ので、 最大幅 2 m、 最小幅 1. 2m、 深 さ は最深部で 0. 4m、 浅い部分で 0. 2mを測る。 ま

た溝底部における標 高は、 東側で 34. 2m、 西側で 34. 5mである。 も とより こ れは 今里大塚古 墳

の周濠掘削によ り上面を削平 さ れ た も のであり、 本来は幅、 深 さ と も に も う 少し大 ぎ な も ので

あろ う 。 も う 1本の流路は北 西方向 から 南東方 向に流れる小規模な も ので、 幅は 0. 5� 0. 8m、

深 さ は O . l mと非常に浅 く 、 本来は 南側で 東西方 向の溝と合流して い た も のと思わ れるが、 先

述の如 く 削平を受 け ており合流部分は不明瞭である。 こ の溝の底部での標高は、 北 西で 34. 5m、

南東で 34. 4m を測る。 こ れら の溝内埋土は灰 白色～黄灰色の砂で占めら れ ており、 かな りの水

流 があった こ とが窺わ れる。 特に東 西方 向の溝におい ては淵にあたる部分で かな り扶ら れ て い

る箇所 がある。 こ の流路は、 当調査地の 西方約 700m にある谷山池付近の開析 谷よ り流出した

も のと推定 さ れ、 こ れは当調査地の北 半部の地山を形成して い る黄灰色粘質土～ シ ルトを堆積

した も のと同 様の営 力 による も のである。 従って 今里大塚古 墳造営以前まで、 規模を縮小しな
(4) 

がら も 流出、 堆積が行わ れ て い た も のと思われる。

遺物は、 北 西から 南東方 向に流れる小規模 な 流 路ではまった く見ら れ ず、 東 西方 向の流路 も

極めて少量で、 西半部よ り摩滅の著しい 縄文土器 かと推定 さ れる小片 が 3 点と有舌尖頭 器が 1

点 （第32図ー 40 )出土して いる。

l v=-2s, 410 Y=-28400 
I . 

-x=-118, 970 

-X=-118,980 

第2 8図 下層流路平面図(1/ 400 )



34 出 土遺物

4 出 土 遺 物

今 回 の調莉で出士 し た遺物は調査面積 に 比 べ る と 非常 に少 な く 、 整理箱 に し て 3 箱程度 し か

な い 。 ま た大半 が 小 片 で あ る た め図示 し 得 る も の も 極 め て少 数 で あ っ た 。 遺物は 、 床土下 の 茶

灰色砂質土 （第4 層 ） が最 も 多 く 、 次 い で今里大塚古墳周濠埋士 で あ る 賠茶灰色砂質士 （第 8

層 ） 、 暗黄灰色砂質士 （第9 層 ） 、 暗灰褐色砂質土 （ 第10層 ） 、 灰 白 色粗砂 （第25層 ） の順で

下層 に 行 く に 従 い 少 な く な る 。 こ の う ち 第25層 は周濠北西に薄 く 堆積 し て い た も の で あ る 。 出

士遺物 の 大 半 は 中世の も の で 占 め ら れ て お り 、 他 に 平安時代、 長 岡 京 期 、 古墳時代 、 弥生時代

の も の が若千含 ま れ て い る 。 以 下 、 各層毎 に 遺物 の 概略 を述べて行 く こ と と す る 。

第 4 層 出土遺物 1 は須恵器 の 蓋 、 3 は 土 馬 の 右前脚部で長 岡 京 期 に 含 ま れ る と 推定 さ れ

る も の 。 2 は糸切 り 底の須恵器 の 壷 L で乎安時代前期 頃 の も の で あ る 。 中 世 の も の に は青磁の

碗 ( 4 ) 、 土師器の小皿 ( 5 ) 、 瓦器婉 ( 6 ) 、 東播系 の 摺 り 鉢 ( 7 • 8 ) 、 瓦 質 の 鍋 ( 9 )

等 が あ り 、 こ の う ち 9 の鍋が 最 も 新 し く 14世紀 中 頃 に 比定 さ れ よ う 。 従 っ て第4 層 の 堆積時期

も そ の 前後 と 考 え ら れ る 。 こ の他 に は瓦器の小皿、 瓦質の羽釜、 灰釉陶器皿、 須恵器杯 B ・ 壺 •

甕 • 鉢、 土師器の杯 • 皿 。 婉等 の小 片 が あ る 。 ま た鉄釘 (34) も 出 土 し て い る 。 な お 第4 層 上

面で寛永通賓 (37) の 出土 を 見 た が こ れ は上層 の床土 （ 第3 層 ） に 含 ま れ る も の で あ る 。

第 8 層 出土遺物 長岡京期 の も の と し て は須恵器 の 杯蓋 つ ま み (10• 11) と 杯B (12) が

あ る 。 16は土師器の 羽釜で平安時代 中 頃 の も の で あ る 。 中世の遺物の う ち 瓦器塊で実測 で き た

も の は15 の み で あ る 。 内 面 に は 粗 い 暗文 を 施 し 、 外 面 に は 見 ら れ な い 。 そ の 他 と し て 青磁 の 碗

(13) 、 土 師器 の紅壺 (14) 、 瓦質 の 羽 釜 (17) が あ り 、 概 ね13世紀後半 か ら 14世紀初 め の 頃

の 遺物 が 多 い 。 ま た 金属器 と し て頭部 を 環状 に折 り 曲 げた鉄製品 ( 36) が あ り 、 同 様 の 完形品

( 35) が 暗赤褐色粘土層 （第21層 ） か ら も 出土 し て い る 。 図示 し 得 な か っ た物 と し て は士師器

皿 • 高杯脚 部 、 須恵器 の 壺 ・ 甕 ・ 瓦質鍋 、 緑釉 陶器皿等 が あ る 。

第 9 層 出土遺物 長 岡 京 期 と 思 わ れ る 須恵器蓋 の つ ま み (18) 以 外 は 中世の も の で あ る 。

士師器の皿 に は 大小 が あ り 、 直径は前者 (20) が12cm 、 後者 (19) は約 6 cm を 測 る 。 21�23は

瓦器の坑で あ る が 、 摩滅が著 し く 23の み 内 面 に 粗 い 陪文 が 確認 で き る 。 外 面 に 暗文 は な く 、 端

部 は丸 く お さ め て い る 。 24は 玉縁 の 白 磁碗 で あ る 。 こ れ ら の 遺物は13世紀 中 頃 か ら 後 半 を 中心

と す る も の が 多 い が 、 図示 し 得 な か っ た も の に は13世紀末 頃 の 遣物 も 含 ん で い る 。 ま た こ れ 以

外 に 2 点 の 石器 が 出士 し て い る （ 第32図 ） 。 38は頁岩又 は 粘 板岩製 の 二 等辺三角 形 を 星す る 磨

製石器で、 側 縁 お よ び下部 を 欠 失 し て い る 。 39は サ ヌ カ イ ト 製の五角 形 を 呈す る 凹基式 の 打製

石鏃で、 片面 に大 剥離面 を 広 く 残す。 前者は弥生時代 中期 頃 、 後者は縄文時代 の 可能性が あ る 。

そ の他 に は土師器の杯 • 皿 • 境 • 羽釜 、 須恵器の杯 ・ 蓋 • 壺 • 甕 、 瓦器皿 、 瓦 質 の 羽 釜 、 青磁

碗 、 緑釉陶器等 が あ る 。
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出士石製 品実測図 (1/1)

26の須恵器 の 杯身 は 古墳時代 の遺物 と し て唯一図示で ぎ た も の で あ る 。

ロ 縁部 は 内 傾 し て端部は尖 り 気味 に丸 く 終わ る 。 現存す る 体部 に は ヘ ラ ケ ズ リ は 認 め ら れ ず、

6 世紀前半 頃 に 比定 さ れ よ う 。 長 岡 京 期 の も の と し て は薬壺の蓋 ( 25) 、 二段成形の 壺 口 縁部

(27) が あ る 。 中世では28の 瓦器婉 と 29の 内彎す る 口 縁部 を持つ瓦質 の 羽釜が図示 し 得た も の

で あ る 。 瓦器婉は 破 片 の た め 直径 、 傾 ぎ に 不安は あ る が 、 内 面 に は比較的密 な 賠文 を 施 し 、 ロ

縁端部 に は沈線 を 巡 ら す。 他 の 破片 に も 同 様 の 特 徴 を 持つ も の が 多 く 、 13世紀 中 頃 を 中心 と す

る も の で あ ろ う 。 こ の他 に士師器の杯 • 皿 • 境 • 羽釜 ・ 甕 、 須恵器の杯 ・ 蓋 • 壺 • 甕 、 瓦質 の

羽 釜 • 鍋 、 製塩士器、 平瓦等 の 出士 が あ る 。

第25層 出土遺物 30 • 31は瓦器の婉、 32は土師器 の 皿 の 小 片 、 33は緑釉陶器の 高 台 部 で あ

る 。 瓦器婉は図 示 し な か っ た 中 に 口 縁端部 に沈線 を 巡 ら す も の が あ る 。 こ の 層 か ら の 出士遺物

は 少 な く 、 他 に 士 師器の婉、 須恵器 の 杯 ・ 甕 、 瓦質の羽釜等の小片 お よ び結 晶 片 岩が あ る 。

下層流路 出土遺物 検 出遺構の と こ ろ で も 触れ た 如 く 、 摩減 し た士器片 3 点 と 有 舌尖頭器

(40) が 出土 し て い る 。 石 材 は サ ヌ カ イ ト で先端、 側 部 、 舌部 に欠損 が認め ら れ る が こ の部分

も 風化 し て い る 。 全体 に斜方 向右上 が り の 押圧剣離が見 ら れ 、 右側部か ら 左側 部 の 順 に 行 っ て
(5) (6) 

い る 。 同 様 の 手 法 は 向 日 市殿長遺跡で も 見 ら れ 、 ま た形態的 に も 類似す る も の が あ る 。
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5 ま と め

今回の調査 では、 ほほ•当初の 目 的 どおり今里大塚古墳の周濠跡を確認する こ とがで き たと共

に周濠が 円 墳形に 全 周 せ ず、 さ ら に 西方に伸 びるとい う 新たな知見も得る こ とがで ぎ た。 こ れ

は検出遺 構の項でも述べた如 く 前方後 円 墳の可能 性を示すものであ り、 今里大塚古墳の再評価

にもつ な が る と思わ れるため、 も う 少し こ れに関して検討して行 含 たいと思 う 。

まず周濠外縁部の痕跡と見ら れる周辺の畦畔であるが、 東半部では約20mの幅で墳丘を同 心

円 状 に巡っているものの西半部では直線的に西側 に伸 びている。 従来は こ れを開墾時による乱

れと考え、 墳丘のす ぐ 西側にある四角形の水田の 西側 畦畔を周濠外縁部として円形に巡る周濠

に復元 さ れて き た。 しかしな がら 調脊の結果では落 ち込みの北肩と 北側の畦畔が一致し、 むし

ろ 墳丘西側 水 田部に乱 れ があると考 え ら れる。 従って 西半部で虹線的に 西側に伸 びる畦畔は 南

北とも周濠の痕跡を残してい ると見てよいと思わ れる。 こ のよ う にしてみる な ら ば第21図に見

ら れる畦畔はまさ し く 盾形周濠の痕跡を残してい るものとい え るであろ う 。 さ ら に墳丘西側に

ある 2 枚の水 田の 南側 畦 畔は、 南の水 田と約 0. 5 m の段差を有して直線的に伸 びており、 前方

部 南辺の名残である可能性が極めて高いものとい え る。

次に墳丘部分につ い て見てみ たい。 第2 7図の中の墳丘部分につ い ては1 968 年 に 京都府教育委

員会 が実測したものを使用 さ せ て い ただ い た。 こ の図をよ く見ると墳丘西側の斜面、 標 高35 . 5

� 38. 5mの コ ソ タ ー ラ イ ソ が約2 0m にわ たって直線的に伸 びている こ とが解る。 こ れは墳丘の

他の箇所における崩れ よ りも大 巻 く また直線的である点でかな り異なっている。 こ の箇所はち ょ

う ど前方部に推定している部分との接点にあたる こ とか ら こ れを前方部を削平した際の痕跡と

み る こ とがで き よ う 。 ち な み に削 平の時期であるが、 可能性のひとつとしては、 乙訓地域で検

出さ れる他の古墳と同 様、 長岡京造営時による破壊 が考 え ら れる。 しかし周濠内の埋土は 13世

紀 後 半を中心とした遣物で占

めら れており、 周濠の埋没時

期と墳丘の削平時期が大 き く

隔 たるものとは考 え に く い。

さ ら に墳丘削乎時における鋤

跡と考 え ら れる溝 状 遺構の埋

土はい ずれも周濠内埋土最上

層の暗茶灰色砂質土である こ

とな ど から 削平の時期を 13世

紀末� 14世紀初め頃と考 え て

よい だ ろ う 。

圧囁 ___J
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38 ま と め

以 上の こ とはい ずれ も 決定的 な も のとはい え な いものの、 こ れら の状況か ら見れば円墳とす

るよりも前方後 円 墳 と して復元するほう がより妥 当 性 があると言 わ ざ る をえ な い。 そ こ で注 目

さ れるのが今里大塚古墳第 1次調査 におい て検出さ れ てい る 溝S D17802 である。 こ の溝は北

東～ 南西方 向にや や傾 い た幅 4� 5. 2 m、 深 さ Q. 4 mを測る浅 い も ので、 不明瞭 な肩を持 ち 底

部に小 ピ ッ トが存在するな ど、 今回検出された周濠の状況に非常に類似する。 出土遺物が非常

に少 な い ため時期決定 が困難であるが、 当 溝 が今里大塚古墳に関連 す る 遺構である可能性は高

いと思われる。 仮にそ う だとすれば こ の溝は前方部の 西側を画 する周濠、 あるい は外堤 が存在

す れ ばその外側の溝 と い う こ とになるであろ う 。 ち な みに こ の溝の東肩を前方部端として復元

すると 全 長 80m 強の前方後 円 墳となる。 こ れは 石室の規模およびその長幅比から 推定 さ れる 年
(8) 

代( 6 世紀末）な ど か ら も嵯峨 野地域にある京都府 南部最後の前方後 円 墳である蛇塚古墳に匹

敵するものである。 従って こ の こ とか ら 乙訓地域の首長墓系列のみ な ら ず山城地域の勢力 関係

も 再考する必要があろ う かと思われる。 す な わ ち こ の時期山城 全 域に覇権 を 及 vfしてい たと考

え ら れる嵯峨 野地域の首長層に対峙する こ の首長の性格、 および 5世紀中葉以後恵解 山古墳以

来大規模 な 前方 後 円 墳が築 か れ な かった 乙訓 南部地域におい て、 再び こ のよ う な古墳が築か れ

る こ とになった背景な ど である。 もち ろ ん 今 こ れに関して述べる こ とは不可能であり今後の検

討課題としてお ぎ たい。

今回の調査 では円墳を前提としてい たため、 予算、 期間の関係 上 こ れ以上 西側部分への調査

は行い 得な かった。 その ため残 さ れ た問題は多 いと思 われる。 特に前方後 円 墳としての確実な

遺 構を確認する こ と、 および前方部だ け では な く 後 円部 も 含めた正確 な 形 状 ・ 規模の把握が必

要であ ろ う 。 また近年士砂の流入の著しい 石室の整備も当面の課題だ と い え る。 こ れら によっ

て初めて今里大塚古墳の正確 な保存 ・ 整備 ・ 活用 が可能となるものとい えるだ ろ う 。

注 1 『山州名 跡志』 臨川書店 「新修京都叢書」 弟15巻 1969年 7 月

2 堤圭三郎 ・ 高橋美 久二 「 向 日 丘陵地周 辺遺跡分布調査概要」 『京都府概要 (1968) 』 1968年 3 月

3 岩崎 誠 「右京第178次調査概報」 『長岡京市セ ソ タ ー 年報』 昭和59年度 1985年12月

4 日 下雅義氏 の御教示に よ る 。

5 岩崎 誠 「乙訓地域 の 旧石器資料集成」 中 山修一 先生古稀記念事業会 『長 岡 京 古文化論叢』

1986年 6 月

6 山 中 章 「長 岡 宮跡第176次調査概要」 『 向 日 市報告書』 第21集 1987年 3 月

7 注 3 に 同 じ 。

8 都 出 比 呂 志 「 古墳時代」 『 向 日 市史』 上巻 1983年 3 月



第4 章 祭 ノ 神遣跡第 1 次(8 L S J T D - 1地区）調査概要

1 は じ め に

1 . 本報告は、 1988年 12月 13日 から 1989年 1月 6 日 まで、 長岡京市長法寺谷田 （宗教法人長法

寺所有地）におい て実施 し た祭 ノ 神 遺跡第1次発掘調脊に関 するものである。

2 . 祭 ノ 神 遺 跡は、 こ れまで中世 遺物が散布する こ とで周知 さ れてい たが、 此度国庫補助事業

と し て 遺跡の性格等を確認する こ とになった。

3. 調査は現況で調査 可能 な 敷地に対 し て 2 ヶ 所のトレソチを設定 し て実施 し た。 調脊面積は

1トレソチ17. 2m'、 2トレソチ 5. 2面の合計22 . 4面である。

4 . 現地調査および整理作業は長岡京市教育委員会 が主体とな り、 調査員は （財）長岡京市埋

蔵文化財セソタ ー に派遣 を依頼 し、 小田桐淳が担当 し た。

5 . 調査の実施にあた り、 土地所有者である宗教法人長法寺・代表役員川西寂紹氏には数々 の

御協力を得た。 また調脊中および整理作業にあたり、 京都文教短期大学名誉教授中山修一氏

には多 く の御指導をい ただ い た。

6 . 調査 後の遺物実測は占部真里が主に行い、 編集および執筆は小田桐 が行った。

第34図 発掘調壺地位置図(1/ 5000)

- 39 -



40 調査経過

2 調 介 経 過

祭 ノ 神遣跡は 、 長岡京市長法寺祭 ノ 神 に所在するため池 （新池 ） の池底 に 中 世遺物が散布 し

て い るこ と から、 こ の池 が 築かれてい る谷筋 を範囲 と して認定され た散布地 である。

こ の遣跡の発見は長岡京市文化財保護審議委員平井三千彦氏の長年に わ たる分布調査成果の

1 つ であり、 氏の御 教示 により長岡京市 教育委員会および （財） 長岡京市埋蔵文化財セソタ ー

が 現地踏査してそ の存在を確認 した。

長岡京市 教育委員会では 、 こ の遺跡を長岡京市遺跡地 図 〔第 2 版〕 （昭和 62年 3 月 発 行） に

発表すると と も に 、 昭和 63年度国庫補助事業の 1 つ と して遺跡の性格 ・ 範囲 ・ 時 期などを追求

す る 日 的で調府 を実施するこ と に した。

祭 ノ 神 遺跡の内容 に関 して予想されるこ と の 1 つ に寺院関係が あげられる。 遺物が採 集され

た新池の西方 に は天台宗延暦寺派の寺院である長法寺が存続してい る。 こ の寺院は平安時代 に

創建され、 一時は12の堂宇を誇ってい たと 伝え られており、 大字名 に も なってい る。 寺域は寺

院が所在す る谷 の入 り口 付 近が通称 「大門」 と 呼ばれてい たこ と から現在 の長法寺祭 ノ 神から

谷 田 にかけての谷筋一帯に広 がってい たと 考 え られる。

調査トレソチは宗 教法人長法寺所有地 内に 2 ヶ 所設定した。 1 トレソチは新池の西隣りに あ

た る長法寺駐車場 に 4 m x 1 5m の大 き さで設定 した。 2 トレソチは 本堂 の南隣りの畑地に 2 m

X 2 m の大 含 さで設定 し、 溝が 検出されるに至って一 部拡張 した。 以下トレソチ毎に概要 を報

告す る。

3 検 出 遺 構

l ト レ ン チ 調脊地の駐車場は本堂へ向かって高

く なってゆ く 傾斜 地と なってい るが 、 駐車場に なる前

は 、 水 田 が段々に あったと い う 。

掘削 してみ ると 盛土層 が 2 m � 2 . 7m あり、 途 中 で

トレソチ幅 を狭め ざるを得なかった。 こ の ため調査面

積は予定より大 幅 に 狭 く なった。

堆積 であ る。 調査は耕作土 までを重機 で掘削 し、 第 5

Y=-29,325 

ヽ

1 .  耕作士
2 .  淡茶褐色士

盛土以下の堆積は 旧耕作土 が 2 層認め られ、 そ の下 3 . 茶褐色礫混 り 土 ，

には第 5 層 （淡緑灰色砂質土） が1 0�2o cmの厚 さでほ
仁 ' I 人

乏

ぼ全面 を覆ってい る。 第 6 層までが 近世以降の新しい

＼ 

／
 

Xニー118,685
Y=-29,323 

L=84.0 m 
ー

3 m  

層 以下 を人 力によって掘り下げた。 第 5 層を除去する 第35図 2 トレソチ平• 断面 図(1/80)
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第36図 1 ト レ ソ チ平 • 断面図 (1/80)
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L=72 . 0 m  

1 .  盛土 I
2 .  盛土 II
3 .  耕作士 I
4 .  耕作土 I
5 .  淡緑灰色砂質士
6 .  濃緑灰色粘質砂
7 .  明緑灰色砂質士
8 .  淡灰褐色砂質土
9 .  濁茶褐色土
10 . 灰茶色粘質土
1 1 . 灰褐色砂 と 砂質土 と の互層
12 . 淡緑褐色砂質土
13 . 明 黄 白 色細砂
14 . 濁黄褐色砂礫
15 . 灰色砂質士
16 . 淡灰緑色細砂
17 . 灰茶色砂質土
18 . 暗灰色礫混 り 士
19 . 暗灰色粘質土
20 . 灰緑色砂質土
21 . 緑褐色色礫土
22 . 明緑灰色粘質砂

゜
5 m  
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第37図 出土遺物実測図 (1/4)

と 、 ト レ ソ チ 中央部で明緑灰色粘砂の 無遺物層 が 検 出 さ れ 、 こ れ を ベ ー ス と し て ト レ ソ チ 東部

で溝状 に落込む第 7 層 ～第17層 の堆積が あ り 、 ト レ ソ チ 南部では谷斜面の堆積 と 考 え ら れ る 第

18層 ～ 第22層 が認 め ら れ た 。

2 ト レ ン チ 南南東に 向 か っ て若干の傾斜を も つ 畑地での調脊で、 耕作士層 を10cm ほ ど下

げ る と 中世遺物小 片 を 含む淡茶褐色土層の堆積 が20cm ほ ど の 厚 さ で あ り 、 こ の 層 を 除去 した濁

黄褐色礫混 り 士層上面で、 西で南 に振れ る 溝 S D Ol を 検 出 し た 。 こ の 溝は 幅40cm 、 深 さ10cmの

規模 を も つ溝で あ る 。

4 出 土 遺 物

こ こ に報告す る 遣物 は 1 ト レ ソ チ か ら 出土 し た も の で あ る 。 2 ト レ ソ チ では瓦器 ・ 士師器の

細 片 が 出土 し た の み で 、 器形の わ か る も の は な い 。 S D OI か ら は遺物 は 出土 し て い な い 。

1 ト レ ソ チ の 各 層 か ら 出土 し た遺物 は 、 堆積状況 お よ び時期 に よ っ て 3 期 に大別 さ れ る 。



44 ま と め

I 期 堆積 層では第18層以下の堆積で、 北西から 南東に傾斜する斜面の堆積となっている

（第36図・ ト レソチ南 西断面図参照）。 遺 物は第18層から 7の土師器境、 17の弥生時代中期の

壺が出士した。 第19層 から は 8 の土師器皿 がほぼ完 全 な 形で出土した。 こ の皿は 口 縁端部外面

を強 く な でら れ て外反している。 体部外面は未調整で、 成形時の凹 凸を残している。

II 期 第7層～第17層までの堆積で、 北から 南へ延びる谷底状を呈しており、 谷川の流れ

に よ る堆積と考 え ら れる。 遺 物は第8 層から 4の土師器小皿、 9の瓦 器皿 が出土した。 第10 層

から は 11の瓦 器婉、 14の瓦 器三足羽釜の脚部が出±した。 第11層から は 1� 3• 5の士 師器小

皿、 6 の土師器皿、 10• 12の瓦 器婉、 13の瓦 器鍋、 18の手持ち用砥 石が 出土した。 こ れら は完

形品を含む大ぶ りの破 片 が多 く 、 第11層の中でも底付近に周辺部 から 落 ち 込 ん だ様 な 状 態で出

土している。

III期 第5 層 から は 15の須恵 器壺底部、 16の灰釉陶 器碗、 20の寛永通賓 が出土した。 第6

層から は 19の寛永通賓が出土 し ている。 こ れら の層から は他に桟瓦の破片も多 く 出土している。

5 ま と め

以 上 今回の調査に よ って I � III期の当地の変遷 が確認 さ れ た。 こ れら の時期は I 期 が平安時

代、 II 期 が鎌倉時代、 III期 が近世以 降となる。 こ れ以外に二次堆積ではあるが弥生時代の土器

が出士してい る。 17の壺以外にも叩 き 目 を も つ 甕の体部片も出土しており、 検出さ れ た I 期の

斜面上方に弥生遺 跡が存在する可能性を示している。 調査地の 南方 1つ 山を隔てた尾根上には

弥生時代中期 から 後期に かけ ての集落跡である谷 山 遺跡があり、 関係 が注 目 さ れる。

平安時代では 8 の皿 が 9世紀 後 半 から 末薬にかけてのものであり、 7の婉はも う 少し古い 要

素をもってい る。 こ れら の士 器 から 平安時代前期段階の 遺構が存在する可能性が高い。 長法寺

の創建 は寺伝に よ ると延喜 年 間 (10世紀初頭）と さ れており、 今回 出土の土器と長法寺との関

係 が創建 時期とと も に問題となって く る。 第5 層出士の托も I 期に属するものである。

鎌倉時代の 遺 物は瓦 器婉•皿、 土師器皿 な どのセ ッ ト から 橋本編 年 III ー 2 段階と考 え ら れる。

こ れら の遺物は谷川の中に落込 ん でい たもので、 近隣に人の居住 があった こ とを う かがわ せる。

その性格として現段階では長法寺との関連を考 え るのが妥当であろ う 。 2 ト レソチで検出さ れ

た こ の時期の遺物包含層及び溝も こ の こ とを裏付けるものである。

近世以 降の堆積は こ の頃 から 当地が耕作地となった こ とを示している。

こ の よ う に 今回の限ら れた調査 では明確 な 寺院に関係する遺構は検出さ れ な かった。 しかし

出土した 遺 物は祭 ノ 神 遺 跡の存在を再確認するものであり、 散布地 から 一歩内容を深めたとい

え よ う 。 特に弥生時代•平安時代に関しては初出土であり、 今後当遺 跡の調査を進める指針と

して重要 な成果となった。



付 載 長岡京市埋蔵文化財発掘調査に伴 う基肌点測量

例 ――
ロ

1. 本資料は、 長岡京市 埋蔵文化財発掘調査 を実施するために設置した基準点の測量成果に関

するものである。 な お、 長岡 京市域では昭和52 年度から 昭和58年度まで 京都府教育委員会・

長岡京市教育委員会・ （財）京都府埋蔵文化財調査 研究セソタ ー の三機関によって設置さ れ

て ぎ た。 と こ ろ が、 設置後長時間 を 経たため、 基準点の精度低下や基準点の欠損 が生 じ る と

ともに 開発区域の変 動 に伴 い 基準点の不足が生じ た 。 こ のため、 長岡京市教育委員会は三 ヶ

年 で既設点の再測と新点の設置を計画した。 本 年度はその 1 年 目 として市域の南部で行った。

2 .  基準点測量作業は、 多角基準点測量により国家三角 点 (III . 西河原、 III . 生津、 N. 美豆

町）を 用 い、 建設省 公共測量作業規定の三級基準点測量を 適用し、 実施した。 ただし、 水 準

高は最終 年度に水準点 か ら の測量によ り調整する。

な お、 作業は写測 工 ソ ジ ニ ア リ ソ グ株式会社が行った。

3 . こ の基準点の座標は、 国土調査法施行令 （昭和2 7年）で定めら れた 17座標系によるもので、

座標系番号はW系である。

4 .  測点名は、 設置 年度とその 年度の通し番号によって表現したものである。 54- 3とは、 昭

和54年度の第3番 目 に設置 し た基準点 と い う こ とである。 また、 54- 3 - 1とは、 54- 3 か

ら 分れ た基準点とい う こ とである。 また、 測 点のXは 南北軸、 Y は 東西軸、 Hは水準 高 を 示

す。

5. こ の墓準点の使用 にあたっては、 長岡京市教育委員会に対して事前に承認を得る こ と。
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46 長 岡 京市基準点測最

第38図 基準 点細図 ( 1 /40000) 

付表 ー 3 基 準 点 成 果 表

点 名 X y H 備 考

No. 53- 1 - 1 19 ,  373 . 880 - 27 , 557 . 426 42 . 103 長 岡 京市役所

54 - 1 - 1 19 ,  155 . 236 - 28 , 733. 575 60 . 914 長法寺小学校

54- 2 - 1 20 , 336 .  804 - 27 , 873. 293 40 . 906 長岡第四小学校

54 - 3 - 1 19 , 984 . 164 - 28 , 820 . 400 55 .358 長 岡 第五小学校

54-3-1 - 1 20 ,  102 . 718 - 28 , 808 . 121  40 . 898 

54- 6 - 120 , 61 7 . 349 - 27 , 277 . 506 32 . 538 長 岡 第三 中学校

63- 1 - 1 19 , 645 . 886 - 29 , 165 . 932 64 . 219 長岡京市埋蔵文化財調査セ ソ タ ー

63- 2 - 120 , 404 . 093 - 29 , 11 1 . 865 64 .322 長岡第四 中学校

63- 3 - 1 20 ,  712 . 022 - 27 , 577 . 829 38 . 763 成安女子短期大学

63- 4 - 1 21 , 010 . 696 - 27 , 036 . 081 18 . 994 
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長 岡 京 跡 右 京 第3 1 1 次 調 査

図
版

1 II 期 の 遺構ー ］ （北 か ら ）

2 II 期 の 遺構ー 2 (北 か ら ）



長 岡 京跡 右 京 第3 1 1 次 調 査

図
版

l 町］ の 氾椙 (-!し か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第3 1 1 次 調 査

図
版
三

ー集石遺構 S X 31 1 08 ( 東 か ら ）

2
 

掘立柱建物 S B 31 1 07 (東 か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第 3 1 1 次 調 査

図
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四

1 S B 31 107 · P 60 2 S B 31 107 · P 61  

3 S B 31 107 · P 62 4 S B 31 107 · P 63 

5 P 66 6 P 30 

7 P 34 

柱穴 の 根石

8 P 36 
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長 岡 京 跡 右 京 第 31 1 次 調 査
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長 岡 京 跡 右 京 第 3 1 8 次 調 査

図
版
--'­ノ ‘

l 調査地 全 景 （ 西 か ら ）

2 溝 S D 3180 1 石 届 り 検 出 状況 （ 西 か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第 3 1 8次 調 査

1 東壁断面 （ 西 か ら ）

3 溝 S D 3180 1 断面 （ 西 か ら ）

5 溝 S D 31801石溜 り 検出状況 （ 西 か ら ）

図
版
七

2 西壁断面 （東 か ら ）

4 溝 S D 31801遺物出土状況

6 溝 S D 31801 完掘状況 （ 西 か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第 3 1 8 次 調 査
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1 弥生土 器， 須恵器

22 

2 土 師 器皿

3 円 般『



長 岡 京 跡 右 京 第31 8 次 調 査

1 陶 監

36 

5 1  

56  

図
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2 軒丸瓦 ・ 軒平瓦



長 岡 京跡 右 京 第322 次 調 査

図
版
ー
0

l 調査J:也 周 辺航空万頁 ( 1 946年 米軍船影 1 /5000) 

2 調査地周 辺航空写真 ( 1 987年 4 月 f最影 1/5000) 



長 岡 京 跡 右 京 第 322 次 調 査

1 調査地 お よ び今里大塚古墳 全 景 （北西 か ら ）

2 調査地全景 （掘 り 上 け前 南 か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第322 次 調 査

図
版

1 墳 丘 か ら 見 だ 調査地 仝 塁 （ 掘 打 t i t前 南東 か ら ）

2 墳丘 ガ り 見 だ 調査地 全景 （掘 り 上 I t後 南東 か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第322次調 査

図
版

］ 固 濠掘 り 上 げ状況 （北 か ら ）

2 周 濠掘 り 上 げ状況 （南 か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第322次 調 査

図
版
―
四

1 今里大塚古墳 お よ ひ周 豪掘 り l: l t状況 （北西 か ら ）

2 ト レ ン チ 東壁断面 （ 丙 か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第322次調 査

図
版
＿
五

1 ト レ ン チ 丙壁断面 （ 東 か ら ）

2 サ ブ ト レ ン チ 北東栖面 （ 南西 か ら ）

3 サ フ ト レ ン チ 南西断面 （北東 か ら ）



長 岡 京 跡 右 京 第 322次調査
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1 4 · 8 · 9 層 出土遺物 (1-9 : 4 層 10-17 : 8 層 18-24 : 9 層）

26 

32 

2 10 · 25層 出 土 遺物
(25-29 : 1 0層 ， 30-33 : 25層）

3 出土金属製品

38 
39 

4 出土石製品



祭 ノ 神 遺 跡 第 1 次 調 査

l 調査地遠景 （ 東 か ら ）

図
版
一
七

2 現在 の 長法寺



祭 ノ 神 遺 跡 第 1 次 調 査

図
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八



祭 ノ 神遺跡第 1 次 調 査

図

版
一

九

1 2 ト レ ン チ 全景 （ 東 か ら ）

2 1 ト レ ン チ北東断面



祭 ノ 神 遺跡 第 1 次 調 査

図
版
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ーl ト レ ン チ 南西断面北半
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l ト レ ン チ 南西断面南半



祭 ノ 神遺跡第 1 次調査
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